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反
ト
ラ
ス
ト
法
か
ら
み
た
ア
メ
リ
カ
医
療

1
病
院
の
合
併
規
制
を
て
が
か
り
に
i

石
　
田
　
道
　
彦

一二三四

は
じ
め
に

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
病
院
の
合
併
規
制

バ
タ
ー
ワ
ー
ス
・
ヘ
ル
ス
事
件
判
決

お
わ
り
に
　
1
人
フ
後
の
検
討
課
題

一
　
は
じ
め
に

　
　
　
最
近
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
経
営
へ
の
営
利
企
業
の
参
入
の
動
き
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
お
い
て
、

説
　
規
制
緩
和
の
観
点
か
ら
従
来
の
規
制
枠
組
み
を
見
直
す
動
き
が
近
年
、
活
発
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
医
療
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
競
争
原

論
　
理
の
導
入
は
直
感
的
に
は
反
発
を
招
き
や
す
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
面
で
の
効
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論　説

率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
い
っ
た
課
題
を
考
え
る
と
き
、
こ
う
し
た
動
向
を
簡
単
に
退
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
右
の
動
向
を
医
療
保
障
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
、
何
が
必
要
な
規
制
で
あ
る
の
か
、
競
争
を
…
機
能
さ
せ
る
べ
き
、
あ
る
い
は
さ
せ

る
べ
き
で
な
い
領
域
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
て
ゆ
く
作
業
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
特
殊
性
を
ふ
ま
え
た
上
で
産
業
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
が
有
用
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
小
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
医
療
分
野
へ
の
適
用
と
い
う
問
題
を
通
し
て
、
右
の
課
題
を
す
す
め
る
上
で
の
手
が
か

り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
半
ぼ
に
知
的
専
門
職
（
一
Φ
費
昌
Φ
α
只
○
冷
ω
ω
δ
コ
）
の
活
動
に
対
し
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
適
用
さ

　
　
　
　
　
　

れ
て
以
来
、
従
来
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
対
象
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
医
療
分
野
に
つ
い
て
も
同
法
の
適
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
ヨ
　

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
元
来
、
競
争
政
策
に
お
い
て
問
題
と
な
り
や
す
い
医
師
会
や
事
業
者
団
体
に
よ
る
協
定
や
自
主
規
制
だ
け
で
な

く
、
医
師
の
病
院
利
用
権
認
定
制
度
（
ω
β
哺
胃
一
≦
Φ
ひ
q
Φ
）
や
、
マ
ネ
ジ
ド
ケ
ア
、
病
院
の
合
併
、
医
療
機
関
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
ー
な
ど
も
同
法
の
適
用
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
向
を
受
け
て
、
一
九
九
三
年
以
来
、
司
法
省
と
連
邦
取
引
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

会
は
合
同
で
医
療
分
野
に
お
け
る
規
制
方
針
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
や
行
政
実
務
を
通
じ
て
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
他
の
産
業

と
ど
こ
が
異
な
る
の
か
、
医
療
機
関
と
一
般
の
企
業
と
の
違
い
は
何
か
、
医
療
サ
…
ビ
ス
の
特
質
は
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
に
お
い
て
い
か
に
考

慮
さ
れ
る
べ
き
か
な
ど
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
競
争
政
策
の
視
点
か
ら
の
議
論
の
蓄
積
は
、
そ
こ
で
は
抜
け
落
ち
て
い
る
視
点
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
も
含
め
て
、
さ
き
に
あ

げ
た
課
題
を
検
討
し
て
ゆ
く
上
で
有
用
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
医
療
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法

上
の
諸
問
題
の
中
か
ら
病
院
の
合
併
規
制
を
と
り
あ
げ
て
、
右
の
課
題
を
す
す
め
て
ゆ
く
た
め
の
予
備
的
な
作
業
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
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二
　
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
病
院
の
合
併
規
制

1

医
療
機
関
の
合
併
に
対
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用

反トラスト法からみたアメリカ医療（石田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ア
メ
リ
カ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
、
ク
レ
イ
ト
ン
法
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
な
ど
の
法
律
の
総
称
で
あ
る
。
本
稿
が
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

討
の
対
象
と
す
る
病
院
の
合
併
に
は
ク
レ
イ
ト
ン
法
七
条
が
適
用
さ
れ
る
。
同
条
は
競
争
を
損
な
う
合
併
を
禁
止
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

商
業
に
従
事
す
る
あ
る
い
は
そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
活
動
に
従
事
す
7
1
◎
者
が
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
、
同
じ
く
商
業
に
従
事
す
る
者
の

株
式
そ
の
他
の
資
本
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
得
し
、
そ
の
結
果
、
競
争
を
実
質
的
に
減
殺
す
る
、
あ
る
い
は
独
占
を
形
成
す
る
お
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
場
合
に
、
こ
う
し
た
取
得
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
ま
た
｝
九
七
六
年
の
ハ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
・
ロ
デ
ィ
ノ
反
ト
ラ
ス
ト
強
化
法
に
よ
り
、
一
定
額
を
上
回
る
株
式
そ
の
他
の
資
産
の
取
得
に

つ
い
て
は
事
前
届
出
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ク
レ
イ
ト
ン
法
七
条
は
司
法
省
と
連
邦
取
引
委
員
会
（
以
下
、
競
争
当
局
）
の
共
同
管
轄
で

あ
り
、
同
条
違
反
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
競
争
当
局
は
、
審
判
開
始
決
定
を
行
う
か
、
ま
た
は
管
轄
裁
判
所
に
差
止
命
令
の
請
求
を
行
う
。

2

司
法
省
・
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
企
業
間
の
合
併
に
つ
い
て
は
司
法
省
と
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
水
平
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
六
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

司
法
省
と
連
邦
取
引
委
員
会
は
「
医
療
分
野
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
施
行
に
関
す
る
合
同
声
明
」
を
発
表
し
て
お
り
、
医
療
機
関
の
合
併

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
指
針
を
も
と
に
提
訴
の
判
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
水
平
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
規
制
当
局
は
次

の
手
順
で
判
断
を
行
う
。

68　（1　●223）　223



論 説

①
製
品
市
場
お
よ
び
地
理
的
市
場
の
画
定
を
通
じ
て
関
連
市
場
を
画
定
す
る
。

②
現
在
当
該
製
品
を
生
産
・
販
売
し
て
い
る
企
業
お
よ
び
「
潜
在
的
競
争
企
業
」
を
含
め
て
関
連
市
場
を
構
成
す
る
企
業
を
特
定
す
る
。

③
当
該
市
場
に
お
け
る
構
成
企
業
の
販
売
額
、
販
売
量
、
生
産
能
力
な
ど
に
も
と
づ
き
市
場
占
有
率
を
算
定
す
る
。

④
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
指
数
（
出
①
島
づ
ユ
餌
一
一
二
詫
ω
o
プ
ヨ
p
づ
H
づ
ユ
①
×
以
下
、
H
H
I
と
記
す
）
を
用
い
て
当
該
市
場
の

　
　
集
中
度
を
測
定
す
る
。
合
併
後
の
H
H
I
と
そ
の
増
加
率
を
も
と
に
、
当
該
合
併
が
競
争
制
限
効
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
判

　
　
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
次
の
段
階
へ
す
す
む
こ
と
に
な
る
。

　
⑤
　
構
成
企
業
が
協
調
行
動
を
行
う
可
能
性
や
一
方
的
価
格
引
上
げ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
⑥
外
部
か
ら
の
新
規
参
入
が
容
易
で
あ
る
か
、
競
争
制
限
的
市
場
構
造
の
リ
ス
ク
を
上
回
る
だ
け
の
効
率
性
が
当
該
合
併
に
よ
り
生
み

　
　
出
さ
れ
る
か
、
当
該
合
併
が
経
営
破
綻
し
た
会
社
の
救
済
に
該
当
す
る
か
を
検
討
し
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
提
訴
の
対
象

　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
と
し
な
い
。

　
ま
た
前
記
の
「
医
療
分
野
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
施
行
に
関
す
る
合
同
声
明
」
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
急
性
期
一
般
病
院
（
設
立
五
年
以

上
）
が
合
併
す
る
場
合
に
お
い
て
、
ω
一
方
の
病
院
が
最
近
三
年
間
に
わ
た
っ
て
平
均
一
〇
〇
床
以
下
し
か
許
可
病
床
を
有
し
て
い
な
い
、

か
つ
②
一
日
の
入
院
患
者
の
平
均
が
最
近
三
年
間
に
四
〇
人
を
下
回
る
場
合
に
は
、
当
該
合
併
は
規
制
当
局
が
検
討
の
対
象
と
し
な
い
セ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
テ
ィ
ー
・
ゾ
ー
ン
内
の
事
例
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
ゾ
ー
ン
に
該
当
せ
ず
、
右
の
水
平
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
に
よ
り
競
争
制
限
効
果
が
生
じ
る
と
推
定
さ
れ
た
と
し

て
も
、
ω
合
併
後
も
強
力
な
競
争
相
手
が
存
在
す
る
、
ま
た
は
合
併
当
事
者
で
あ
る
病
院
の
機
能
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
当

該
合
併
に
よ
り
市
場
支
配
力
が
行
使
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
、
②
合
併
以
外
の
手
段
で
は
実
現
で
き
な
い
コ
ス
ト
の
大
幅
な
節
減
が
可
能
と

な
る
、
㈹
合
併
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
の
は
経
営
破
綻
の
確
実
な
病
院
で
あ
る
、
な
ど
の
場
合
に
は
、
当
該
合
併
は
実
質
的
な
競
争
の
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

を
も
た
ら
さ
な
い
と
の
判
断
を
規
制
当
局
は
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
。
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三
　
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
　
ヘ
ル
ス
事
件
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
こ
こ
で
は
、
病
院
合
併
の
旦
ハ
体
的
な
事
例
と
し
て
、
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
・
ヘ
ル
ス
事
件
判
決
を
と
り
あ
げ
る
。
本
件
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
ケ
ン

ト
郡
グ
ラ
ン
ド
・
ラ
ピ
ッ
ド
市
に
あ
る
二
つ
の
非
営
利
病
院
が
計
画
し
た
合
併
に
対
し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
予
備
的
差
止
命
令
を
求
め

て
提
訴
し
た
事
件
で
あ
る
。

1
　
事
実
の
概
要

反トラスト法からみたアメリカ医療（石田）

　
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
病
院
（
じ
d
三
8
「
≦
○
肘
9
＝
Φ
巴
9
0
0
『
O
o
舜
鉱
8
）
と
ブ
ラ
ジ
ッ
ト
病
院
（
じ
u
一
〇
α
ひ
q
①
簿
ζ
Φ
∋
o
ユ
巴
ζ
Φ
臼
∩
巴
O
Φ
耳
Φ
「
）

は
共
に
非
営
利
法
人
で
あ
り
、
コ
次
医
療
」
「
二
次
医
療
」
「
三
次
医
療
」
に
分
類
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。
グ
ラ
ン
ド
・
ラ

ピ
ッ
ド
市
に
は
、
合
併
当
事
者
で
あ
る
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
病
院
（
病
床
数
五
二
九
床
）
と
ブ
ラ
ジ
ッ
ト
病
院
（
三
二
八
床
）
の
ほ
か
に
、
病
床

数
が
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
床
と
一
〇
一
陣
の
小
規
模
の
二
つ
の
病
院
が
存
在
し
て
い
た
。
一
九
九
五
年
五
月
に
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
病
院
と
ブ
ラ

ジ
ッ
ト
病
院
の
理
事
会
は
両
病
院
の
合
併
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
当
該
合
併
は
ク
レ
イ
ト
ン
法
七
条
に
違
反

す
る
と
し
て
、
予
備
的
差
止
命
令
を
求
め
て
ミ
シ
ガ
ン
連
邦
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。

2
　
判
決
の
内
容

［
関
連
市
場
］

連
邦
取
引
委
員
会
は
、

合
併
後
の
病
院
が
実
質
的
な
市
場
支
配
力
を
有
す
る
製
品
市
場
と
し
て
、
一
般
的
な
急
性
期
入
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
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論 説

（
㈲
窪
二
巴
鋤
∩
⊆
8
0
費
Φ
一
戸
鋤
口
Φ
算
げ
。
ω
℃
一
け
巴
ω
①
『
≦
o
Φ
ω
）
と
一
次
入
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
（
肩
巨
鋤
蔓
。
費
Φ
ぎ
℃
①
江
①
＝
け
ケ
。
ω
℃
津
巴
ω
①
雫

≦
8
ω
）
と
い
う
二
つ
の
市
場
を
画
定
し
た
。
次
に
、
急
性
期
入
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
地
理
的
市
場
を
グ
ラ
ン
ド
・
ラ
ピ
ッ
ド
市
と
そ
の
周
辺

三
〇
マ
イ
ル
の
郡
か
ら
成
る
「
ケ
ン
ト
郡
地
域
」
（
○
「
Φ
讐
①
目
内
Φ
耳
O
O
ニ
コ
豊
山
H
①
鋤
）
と
し
、
一
次
入
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
地
理
的
市
場
に

つ
い
て
は
グ
ラ
ン
ド
・
ラ
ピ
ッ
ド
市
近
隣
と
し
た
。
裁
判
所
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
こ
れ
ら
の
関
連
市
場
の
画
定
に
つ
い
て
妥
当
で

　
　
　
　
　
お
　

あ
る
と
し
た
。
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［
市
場
の
集
中
度
］

　
許
可
病
床
数
や
入
院
に
よ
る
収
入
な
ど
を
も
と
に
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
関
連
市
場
の
集
中
度
を
測
定
し
て
お
り
、
急
性
期
入
院
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
市
場
に
つ
い
て
合
併
当
事
者
の
市
場
占
有
率
は
四
七
％
か
ら
六
五
％
、
一
次
入
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
占
有
率
は
六
五
％
か

ら
七
〇
％
と
し
た
。

　
ま
た
、
急
性
期
入
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
合
併
後
の
H
H
I
は
二
七
六
二
な
い
し
四
五
二
一
で
あ
り
、
合
併
に
よ
る
H
H
I
の
上

昇
は
一
〇
六
四
な
い
し
一
八
八
九
と
な
っ
た
。
一
次
入
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
合
併
後
の
H
H
I
は
四
五
〇
六
な
い
し
五
〇
七
九
、

合
併
に
よ
る
H
H
I
の
上
昇
は
一
六
七
五
な
い
し
二
〇
〇
一
と
同
様
に
高
い
数
値
を
示
し
た
。
水
平
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
合
併

後
の
H
H
I
が
一
八
○
○
以
上
で
あ
れ
ば
高
度
に
集
中
し
た
市
場
で
あ
る
と
さ
れ
、
H
H
I
が
一
〇
〇
以
上
上
昇
す
る
合
併
は
、
市
場
支
配

力
を
行
使
す
る
可
能
性
が
高
い
と
み
な
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
連
邦
取
引
委
員
会
は
当
該
合
併
の
違
法
性
を
推
定
さ
せ
る
「
一
応
有
利
な
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

（
胃
巨
。
。
富
。
δ
8
ω
Φ
）
」
を
立
証
し
た
。

［
病
院
の
非
営
利
性
］

こ
れ
に
対
し
て
、
合
併
当
事
者
で
あ
る
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
病
院
と
ブ
ラ
ジ
ッ
ト
病
院
は
、

鑑
定
人
で
あ
る
リ
ン
ク
の
証
言
を
も
と
に
、
営
営



反トラスト法からみたアメリカ医療（石田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
病
院
に
よ
る
高
い
市
場
集
中
度
は
、
価
格
の
上
昇
で
は
な
く
引
き
下
げ
に
結
び
つ
く
と
す
る
主
張
を
行
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
裁
判
所

は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
合
併
当
事
者
に
よ
れ
ば
、
前
記
の
事
実
認
定
か
ら
、
非
営
利
病
院
は
利
益
の
最
大
化
を
目
的
と
す
る
事
業
と
は
同
様
の
活
動
を
し
な
い

こ
と
が
示
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
合
併
を
予
定
し
て
い
る
両
病
院
の
理
事
会
が
地
域
の
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
達
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

か
れ
ら
が
良
質
で
安
価
な
病
院
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
特
に
こ
の
こ
と
は
当
て
は
ま
る
と
主
張
す
る
。

リ
ン
ク
博
士
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
病
院
の
研
究
に
お
い
て
こ
の
現
象
に
つ
い
て
ふ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
〈
非
営
利
の
病
院
組
織
が
、

一
定
の
住
民
に
対
す
る
病
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
そ
の
唯
一
の
機
能
と
し
て
お
り
、
そ
の
理
事
会
が
こ
れ
ら
の
住
民
を
う
ま
く
代
表
し
た
も

の
で
あ
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
組
織
は
、
独
占
に
よ
っ
て
誤
っ
た
資
源
配
分
を
行
う
組
織
で
は
な
く
、
消
費
生
活
協
同
組
合
（
∩
o
コ
ω
犬
子
Φ
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ね
　

o
O
o
O
Φ
轟
鉱
〈
Φ
）
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
。
〉
」

　
「
両
病
院
が
非
営
利
組
織
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
決
定
的
な
判
断
材
料
で
は
な
い
が
、
リ
ン
ク
博
士
に
よ
る
実
証
的
な
所
見
に
も
と
づ
い

た
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所
見
に
よ
れ
ば
、
非
営
利
病
院
間
で
市
場
集
中
度
が
実
質
的
に
増
加
す
る
た
め
に
価
格
の
上
昇
が
生
じ

る
と
は
い
え
な
い
。
加
え
て
、
地
域
社
会
や
実
業
界
の
著
名
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
こ
れ
ら
の
病
院
の
理
事
会
に
参
加
し
て
お
り
、
価
格
の
設

定
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
以
下
で
論
じ
る
「
地
域
社
会
へ
の
約
束
（
O
o
ヨ
∋
⊆
三
身
0
0
∋
ヨ
詳
ヨ
Φ
暮
）
」
の
観
点
か
ら
責
務
を
誠
実
に
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

た
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
」

　
［
市
場
に
お
け
る
競
争
］

　
ミ
シ
ガ
ン
州
に
は
C
O
N
法
に
よ
る
参
入
規
制
が
あ
る
た
め
、
新
規
参
入
に
よ
っ
て
競
争
制
限
的
な
市
場
支
配
力
の
行
使
を
抑
制
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
期
待
で
き
な
い
。
ま
た
、
合
併
当
事
者
が
高
い
質
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
幅
広
く
提
供
で
き
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
他
の
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

病
院
が
合
併
当
事
者
と
競
争
し
、
価
格
の
引
き
上
げ
を
阻
止
す
る
だ
け
の
能
力
は
も
た
な
い
と
裁
判
所
は
判
断
し
た
。
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論　説

　
［
地
域
社
会
へ
の
約
束
］

　
価
格
の
引
き
上
げ
な
ど
で
地
域
社
会
に
悪
影
響
を
与
え
る
市
場
支
配
力
の
行
使
を
合
併
後
の
病
院
が
行
わ
な
い
と
い
う
付
加
的
な
根
拠
と

し
て
、
合
併
当
事
者
は
「
地
域
社
会
へ
の
約
束
」
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
合
併
の
目
的
が
コ
ス
ト
の
削
減
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
、
こ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
節
約
分
を
消
費
者
へ
還
元
す
る
こ
と
を
、
合
併
当
事
者
が
ミ
シ
ガ
ン
西
部
の
地
域
社
会
に
対
し
て
正
式
に
保
証
し
た
も

の
で
あ
り
、
次
の
五
点
か
ら
な
っ
て
い
る
。
①
リ
ス
ト
に
掲
載
し
た
価
格
や
料
金
を
凍
結
す
る
。
②
合
併
前
の
水
準
で
マ
ネ
ジ
ド
ケ
ア
プ
ラ

ン
と
の
契
約
価
格
を
凍
結
す
る
。
③
病
院
の
粗
利
益
を
限
定
す
る
。
④
低
所
得
者
へ
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
⑤
合
併
後
の
病
院
の
運

営
に
地
域
社
会
の
関
与
を
求
め
る
。
こ
の
「
地
域
社
会
へ
の
約
束
」
は
、
非
営
利
病
院
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
い
て
異
な
っ
た
扱
い
を
う
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
べ
き
だ
と
す
る
他
の
証
拠
を
補
強
し
、
さ
ら
に
は
連
邦
取
引
委
員
会
の
主
張
を
覆
す
も
の
で
あ
る
と
裁
判
所
は
判
断
し
た
。
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［
マ
ネ
ジ
ド
ケ
ア
に
与
え
る
影
響
］

　
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
当
初
の
主
張
に
加
え
て
、
合
併
当
事
者
が
市
場
支
配
力
を
有
す
る
た
め
に
、
マ
ネ
ジ
ド
ケ
ア
は
値
引
き
（
臼
ω
－

。
o
¢
昇
）
を
行
え
な
く
な
り
、
消
費
者
の
利
益
が
実
現
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
マ
ネ
ジ
ド
ケ
ア
に
よ
る
値
引
き
の
恩
恵
を
受
け

る
の
は
一
部
の
消
費
者
で
あ
る
こ
と
、
値
引
き
の
結
果
、
合
併
当
事
者
が
従
来
行
っ
て
い
た
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
が
で
き
な
く
な
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ど
と
し
て
裁
判
所
は
連
邦
取
引
委
員
会
の
主
張
を
退
け
た
。

　
［
効
率
性
の
抗
弁
］

　
当
該
合
併
に
よ
り
、
余
分
な
資
本
的
経
費
が
節
約
さ
れ
る
と
と
も
に
運
営
面
で
の
効
率
性
が
高
め
ら
れ
る
た
め
、
総
体
と
し
て
一
億
ド
ル

を
超
え
る
費
用
の
節
約
と
な
り
、
相
当
な
効
率
性
が
達
成
さ
れ
る
と
裁
判
所
は
判
断
し
た
。
合
併
当
事
者
が
非
営
利
病
院
で
あ
り
、
地
域
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
へ
の
還
元
を
約
束
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
節
約
さ
れ
た
費
用
は
消
費
者
の
利
益
と
な
る
と
し
た
。



　
以
上
の
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
裁
判
所
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
予
備
的
差
止
命
令
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
な
お
、
本
判
決
に
あ

た
っ
て
裁
判
所
は
、
合
併
当
事
者
が
「
地
域
社
会
へ
の
約
束
」
を
内
容
と
し
た
同
意
判
決
案
に
合
意
す
る
こ
と
を
請
求
棄
却
の
条
件
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

お
り
、
病
院
側
は
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
上
訴
し
た
が
、
請
求
は
棄
却
さ
れ

　
　
　

た
。

3

本
判
決
に
対
す
る
評
価

反トラスト法からみたアメリカ医療（石田）

　
本
件
で
は
、
合
併
当
事
者
の
非
営
利
性
に
も
と
づ
い
て
合
併
の
違
法
性
が
否
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
病
院
合
併
に
関
す
る
判
決
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
で
最
も
革
命
的
と
評
さ
れ
て
い
る
。
本
件
以
前
の
病
院
合
併
事
件
に
お
い
て
も
非
営
利
性
を
理
由
と
し
た
抗
弁
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
を
認
め
た
裁
判
例
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
本
判
決
で
は
、
リ
ン
ク
の
鑑
定
に
依
拠
し
な
が
ら
、
集
中
度
の
高
い
市
場
の
中
に
あ
っ
て
も
非
営
利
病
院
の
場
合
に
は
、
競
争
制
限
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ソ

活
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
判
断
が
導
か
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
病
院
の
運
営
理
事
会
の
構
成
（
外
部
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
、
一

種
の
消
費
生
活
共
同
組
合
に
近
い
と
す
る
）
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
本
判
決
で
重
視
さ
れ
た
病
院
の
理
事
会
の
機
能
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
。
理
事

会
の
メ
ン
バ
ー
は
病
院
に
対
し
て
忠
実
義
務
（
陰
α
二
。
冨
曙
曾
蔓
）
を
負
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
地
域
社
会
の
利
益
よ
り
も
病
院
の
利
益
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

優
先
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
病
院
外
か
ら
選
ば
れ
た
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
が
日
々
の
病
院
運
営
に
関
与
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

を
管
理
で
き
る
の
か
、
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
が
新
た
に
選
出
さ
れ
、
競
争
制
限
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
そ
れ
を
防
ぐ
制
度
的
歯
止
め
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
で
は
な
い
か
な
ど
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
合
併
に
よ
り
節
約
さ
れ
た
費
用
を
地
域
社
会
へ
還
元
す
る
と
い
う
「
地
域
社
会
へ
の
約
束
」
を
同
意
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曇ム
膏冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

判
決
案
の
内
容
と
し
て
実
行
す
る
よ
う
に
命
じ
て
お
り
、
こ
の
点
が
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
本
判
決
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
議
会
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
制
定
を
通
じ
て
、
競
争
の
制

限
は
消
費
者
の
利
益
を
損
な
う
と
判
断
し
た
以
上
、
裁
判
所
の
役
割
は
、
当
該
合
併
に
よ
っ
て
競
争
が
制
限
さ
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
判
決
で
は
、
競
争
制
限
に
よ
る
損
害
、
病
院
産
業
の
特
殊
性
、
合
併
当
事
者
の
動
機
や
組
織
的
構

造
と
い
っ
た
問
題
ま
で
考
慮
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
市
場
に
よ
る
資
源
配
分
を
病
院
理
事
会
に
よ
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
へ
と
置
き
換
え
た
、
臨
㏄
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四
　
お
わ
り
に
　
1
今
後
の
検
討
課
題

　
医
療
機
関
の
合
併
事
件
に
つ
い
て
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
学
に
お
け
る
位
置
付
け
や
評
価
は
、
筆
者
の
能
力
を
超
え
た
作
業
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
裁
判
例
や
そ
れ
に
対
す
る
学
説
上
の
反
応
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
場
の
あ
り
方
（
い
か
な
る
条
件
の
下
で
競

争
的
な
仕
組
み
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
か
）
を
検
討
す
る
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
み
て
も
、
参
照
に
値
す
る
検
討
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
考

え
る
。
以
下
で
は
、
病
院
合
併
規
制
に
関
す
る
議
論
を
参
考
に
、
今
後
の
わ
が
国
の
医
療
制
度
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
点
に

つ
い
て
概
観
し
、
む
す
び
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ω
　
医
療
保
険
制
度
が
市
場
に
与
え
る
影
響

　
医
療
保
険
の
存
在
に
よ
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
に
お
い
て
は
他
の
市
場
と
く
ら
べ
て
価
格
競
争
が
生
じ
に
く
い
と
さ
れ
て
き
た
。
国

民
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
公
的
医
療
保
険
制
度
を
も
た
な
い
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
事
々
保
険
を
含
め
た
医
療
保
険
が
普
及
し
て
い
る
た

め
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、
他
の
市
場
と
同
様
に
独
占
に
よ
る
弊
害
を
問
題
に
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
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な
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
病
院
合
併
に
関
す
る
初
期
の
事
件
で
あ
る
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
件
の
審
決
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

　
　
れ
　
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
近
年
、
医
療
費
抑
制
の
圧
力
が
高
ま
っ
て
お
り
、
病
院
産
業
に
お
い
て
は
従
業
員
の
福
利
厚
生
と
し
て
医
療
保
険
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
供
す
る
企
業
や
保
険
会
社
に
対
す
る
価
格
競
争
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
価
格
競
争
が
存
在
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
り
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
、
価
格
競
争
の
促
進
を
擁
護
す
べ
き
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
ま
た
、
医
療
機
関
は
価
格
競
争
だ
け
で
な
く
、
非
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

格
競
争
（
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
設
備
な
ど
）
を
抑
え
る
た
め
に
競
争
制
限
行
為
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
適

用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　
社
会
保
険
制
度
に
よ
り
診
療
報
酬
が
一
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
が
国
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
地
域
独
占
が
生
じ
て
も
、
市
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

通
じ
て
価
格
が
決
定
さ
れ
る
余
地
は
な
い
た
め
、
た
し
か
に
価
格
の
引
き
上
げ
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
医
師
誘
発
需
要
の
発
生
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

差
額
ベ
ッ
ド
、
待
ち
時
間
、
医
療
の
質
な
ど
に
問
題
が
転
化
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
独
占
状
態
が
価
格
以
外
の
要
素

（
サ
ー
ビ
ス
の
質
な
ど
）
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
医
療
経
済
学
に
お
け
る
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　
②
　
参
入
規
制
の
あ
り
方

　
水
平
合
併
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
す
よ
う
に
、
合
併
が
行
わ
れ
る
関
連
市
場
へ
の
参
入
が
容
易
で
あ
れ
ば
、
競
争
制
限
効
果
が
生
じ
る
可
能

性
は
低
い
。
逆
に
市
場
の
集
中
度
が
高
く
、
参
入
障
壁
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
競
争
制
限
効
果
が
生
じ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
う
こ
と
に

　
　
ゐ
　

な
る
。
こ
う
し
た
参
入
障
壁
に
は
、
政
府
に
よ
る
規
制
だ
け
で
な
く
、
市
場
へ
の
参
入
に
高
い
費
用
が
か
か
る
こ
と
（
埋
没
費
用
）
も
含
ま

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
合
併
規
制
の
考
え
方
を
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
当
て
は
め
て
み
た
場
合
、
施
設
の
開
設
許
可
や
病
床
規
制
な
ど
の
参
入
規

制
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
病
院
の
建
設
や
設
備
の
導
入
に
は
高
い
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
市
場
は
新
規
参
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入
の
困
難
な
市
場
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
競
争
政
策
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
参
入
規
制
は
で
き
る
か
ぎ
り
少

な
い
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
一
九
八
○
年
代
に
各
州
で
採
用
さ
れ
て
い
た
C
O
N
規
制
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

て
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
施
設
に
対
す
る
規
制
は
、
安
全
性
の
確
保
や
医
療
支
出
の
抑
制
と
い
っ
た
競
争
政
策
以
外
の
重
要
な
政
策
目
的
に

も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
医
療
制
度
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
制
の
有
効
性
を
ふ
ま
え
た
慎
重
な
検
討
が
必
要

　
　
　
ゆ
　

と
な
る
。
ま
た
、
出
来
高
払
制
と
定
額
払
制
が
与
え
る
影
響
の
相
違
も
含
め
て
、
医
療
保
険
制
度
が
市
場
に
も
た
ら
す
影
響
も
考
慮
に
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
必
要
が
あ
る
。
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㈹
　
非
営
利
組
織
の
分
析

　
ア
メ
リ
カ
の
合
併
規
制
に
お
い
て
病
院
の
非
営
利
性
を
違
法
性
の
判
断
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
・
ヘ
ル
ス
事
件
判
決
な
ど
最
近
の
裁
判
例
で
は
、
非
営
利
病
院
に
は
営
利
企
業
と
同
様
に
は
評
価
で
き
な
い
側
面
が
あ

る
こ
と
を
認
め
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

　
従
来
、
わ
が
国
で
は
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
へ
の
営
利
企
業
の
参
入
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
営
利
企
業
の
参
入
の
是
非

を
論
ず
る
と
い
う
問
題
設
定
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
今
後
は
、
市
場
で
の
非
営
利
組
織
や
営
利
企
業
の
行
動
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

性
を
ふ
ま
え
た
規
制
の
あ
り
方
や
、
そ
の
利
点
を
発
揮
で
き
る
法
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
と
く
に

営
利
企
業
の
参
入
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
視
角
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
非
営
利
病
院
と
わ
が
国
の
医
療
法
人
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
か
な
り
異
質
の
組
織
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
右
の
検
討
課
題
と
あ
わ
せ
た
非
営
利
組
織
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
の
構
成
や
運
営
方
式
（
理

事
会
の
選
出
方
法
、
構
成
な
ど
）
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
考
察
が
必
要
と
な
る
。
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（
1
）
　
こ
う
し
た
視
点
に
も
と
つ
く
研
究
書
と
し
て
、
参
照
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
編
『
医
療
・
介
護
の
産
業
分
析
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

　
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
2
）
○
○
姦
母
σ
＜
●
≦
邑
三
四
ω
β
什
Φ
し
d
聖
お
H
q
Q
。
．
謡
ω
（
お
塑
・

（
3
）
　
Z
讐
一
9
色
○
興
圃
ヨ
①
臼
∩
巴
＝
o
ω
諸
鐙
一
雪
α
Ω
①
「
o
⇒
8
「
o
ひ
q
《
O
①
コ
8
「
＜
■
し
ロ
一
二
Φ
9
0
ω
ω
導
鼻
認
d
．
Q
っ
。
寄
・
。
（
一
㊤
。
。
一
）
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
反
ト
ラ

　
ス
ト
法
が
医
療
分
野
に
も
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

（
4
）
　
一
九
八
六
年
に
は
同
僚
審
査
に
従
事
す
る
医
師
た
ち
を
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
か
ら
保
護
す
る
＝
①
巴
9
0
舘
Φ
O
轟
＝
蔓
ゴ
℃
「
○
＜
①
ヨ
Φ
暮
＞
2
が
制
定

　
さ
れ
た
ほ
か
、
一
九
九
九
年
以
来
、
連
邦
議
会
に
は
医
療
機
関
の
共
同
事
業
を
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
免
責
の
対
象
と
す
る
法
案
（
9
Φ
O
轟
一
凶
q
　
国
留
一
9

0
翁
。
お
O
O
巴
凶
甑
○
コ
＞
9
）
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
へ
の
対
応
は
ア
メ
リ
カ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
つ

　
て
い
る
。

（
5
）
q
ω
．
∪
8
け
。
h
言
ω
雲
腸
8
卿
閃
日
ρ
ω
巨
①
∋
Φ
暮
ω
。
h
＞
景
雲
ω
酢
閃
三
。
「
8
∋
①
三
℃
・
＝
∩
三
コ
＝
Φ
鋤
穿
9
お
（
お
り
①
）
（
げ
8
ユ
コ
養
Φ
「
＝
Φ
巴
9
9
8

　
℃
○
一
一
2
Q
o
β
8
ヨ
Φ
暑
ω
）
．

（
6
）
　
以
下
は
、
経
済
法
の
研
究
者
に
と
っ
て
周
知
の
事
柄
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
叙
述
の
必
要
上
、
簡
潔
に
記
す
こ
と
に
し
た
い
。
反
ト
ラ
ス
ト

　
法
に
関
す
る
概
説
書
と
し
て
、
佐
藤
一
雄
『
ア
メ
リ
カ
反
ト
ラ
ス
ト
法
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
八
年
）
、
村
上
正
博
『
ア
メ
リ
カ
独
占
禁
止
法
』
（
弘
文

堂
、
一
九
九
九
年
）
。
J
・
M
・
シ
ェ
ネ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
ー
J
・
M
・
ス
チ
ル
ツ
ァ
ー
（
金
子
晃
意
訳
）
『
ア
メ
リ
カ
独
占
禁
止
法
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
九

年
）
。
（
7
）
　
利
潤
の
追
求
を
目
的
と
し
な
い
病
院
な
ど
の
非
営
利
法
人
は
ク
レ
イ
ト
ン
法
の
適
用
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
も
か
つ
て
存
在
し
た
が
、
裁

判
所
は
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
。
武
田
邦
宜
『
合
併
規
制
と
効
率
性
の
抗
弁
』
（
多
賀
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
一
四
頁
以
下
参
照
。

（
8
）
　
会
社
法
上
の
合
併
（
∋
臼
σ
q
頸
）
と
株
式
や
資
産
の
取
得
（
碧
ρ
巳
ω
一
嵩
○
コ
）
を
含
め
て
企
業
結
合
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で

　
は
従
来
の
用
語
法
に
従
い
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
広
義
の
意
味
で
合
併
の
語
を
用
い
る
。

（
9
）
顕
¢
ψ
○
留
。
。
●

（
1
0
）
　
⊂
◎
G
o
．
O
①
℃
け
。
｛
言
ω
鉱
。
Φ
俸
閃
↓
ρ
＝
○
鼠
N
o
コ
富
一
ζ
①
「
ひ
q
Φ
「
O
⊆
己
Φ
＝
⇒
Φ
ω
（
一
㊤
露
）
冒
①
費
一
コ
餌
津
①
『
竃
①
「
ひ
q
臼
Ω
三
匹
①
一
言
①
ω
］
●
水
平
合
併
ガ
イ
ド
ラ

　
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
・
前
掲
注
㈲
三
二
六
頁
以
下
、
村
上
・
前
掲
注
⑥
一
八
八
頁
以
下
参
照
。

（
1
1
）
　
＝
①
巴
島
O
胃
Φ
℃
○
＝
2
曽
讐
Φ
ヨ
①
暮
ρ
ω
⊆
℃
鑓
コ
0
8
9

（
1
2
）
　
合
併
規
制
に
お
け
る
効
率
性
の
抗
弁
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
研
究
に
お
け
る
重
要
な
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
参
照
、
武
田
・
前
掲
注
の
、
谷
原
修

身
「
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
合
併
規
制
基
準
一
『
効
率
性
の
抗
弁
』
の
検
討
」
正
田
彬
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
独
占
禁
止
法
と
競
争

政
策
の
理
論
と
展
開
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
九
年
）
一
＝
二
九
頁
以
下
、
富
樫
明
美
「
ア
メ
リ
カ
反
ト
ラ
ス
ト
法
合
併
規
制
に
お
け
る
効
率
性
の
抗
弁
」
北
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訟肖冊 説

大
法
学
研
究
科
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
号
（
一
九
九
八
年
）
一
七
五
頁
以
下
。

（
3
1
）
　
＝
①
①
一
け
プ
O
簿
噌
①
℃
○
一
一
〇
楓
G
つ
肝
簿
叶
Φ
8
①
⇒
け
ρ
ω
信
℃
「
簿
⇒
O
け
①
9

（
1
4
）
　
一
畠
．

（
5
1
）
　
閃
①
位
Φ
吋
餌
一
日
「
同
気
①
O
O
ヨ
∋
一
ω
ω
一
〇
⇒
＜
．
じ
σ
¢
簿
①
同
≦
○
「
け
プ
】
田
Φ
鋤
詳
ぽ
O
O
同
℃
こ
㊤
心
①
「
9
ω
¢
℃
b
．
一
ト
Q
O
o
切
（
～
＜
●
U
］
≦
圃
O
巨

　
一
Φ
雪
）
．

一
㊤
㊤
①
）
〕
鋤
h
暁
．
餌
曽
一
ト
の
一
「
■
ω
α
刈
O
G
Q
（
①
叶
び
○
畔
。

（
6
1
）
　
剛
W
＝
簿
①
同
芝
○
「
け
貫
㊤
腿
①
閃
・
ω
信
℃
℃
●
鋤
け
一
ト
○
㊤
ω
。

（
7
1
）
　
一
α
．
餌
砕
一
い
○
㊤
野

（
8
1
）
　
一
α
・
鋤
け
一
ト
⊃
㊤
㎝
1
①
。

（
9
1
）
　
ピ
《
コ
ぎ
．
、
Z
O
⇒
層
「
O
泣
け
缶
O
ω
O
詳
餌
一
ζ
①
目
ひ
q
Φ
同
ω
鋤
昌
窪
辞
び
Φ
国
×
Φ
門
9
Q
o
Φ
O
h
竃
餌
戦
国
①
叶
℃
○
≦
Φ
覧
げ
ω
○
○
一
。
○
｛
い
．
俸
国
O
O
●
心
α
O
Q
（
一
㊤
り
㎝
）
．

（
2
0
）
　
じ
σ
＝
簿
①
目
♂
＜
O
H
け
ゴ
”
㊤
心
①
「
◎
Q
o
⊆
℃
P
餌
叶
一
b
Q
¢
①
．

（
1
2
）
　
一
良
．
餌
砕
一
い
○
㊤
N

（
2
2
）
　
C
O
N
法
は
、
病
床
数
を
含
め
た
医
療
機
関
の
設
備
投
資
に
対
す
る
規
制
で
あ
る
。
C
O
N
規
制
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
拙
稿
「
病
床
規
制
の
『
必

要
性
』
ー
ア
メ
リ
カ
医
療
計
画
の
｝
側
面
」
社
会
保
障
法
一
四
号
（
一
九
九
九
年
目
一
六
二
頁
以
下
。

（
3
2
）
　
一
W
＝
茸
①
「
芝
○
「
け
ず
｝
㊤
心
①
閃
．
ω
⊆
℃
戸
簿
叶
H
N
⑩
刈
1
0
0
・

（
4
2
）
　
一
住
●
餌
侍
一
ト
○
㊤
○
○
・

（
5
2
）
　
一
α
幽
①
け
一
ト
の
り
9

（
2
6
）
　
一
α
●
餌
辞
］
「
ω
O
一
．

（
7
2
）
　
一
鳥
．
鋤
叶
一
ω
O
ω
．

（
8
2
）
　
閃
Φ
偽
Φ
噌
鋤
一
日
噌
鋤
α
Φ
O
O
ヨ
ヨ
一
ω
臨
○
コ
＜
．
じ
U
⊆
簿
Φ
「
≦
〇
二
び
寓
Φ
片
目
ゴ
O
O
『
P
一
じ
○
一
「
．
し
Q
α
刈
O
O
o
（
①
叶
び
○
マ
’
一
㊤
㊤
刈
）
圃
一
㊤
㊤
刈
I
N
ハ
門
「
口
切
Φ
○
餌
ω
①
ω
刈
昂
O
Q
⑰
9
0
■

（
9
2
）
　
○
「
Φ
鋤
コ
Φ
ざ
．
．
Z
一
ひ
Q
げ
ピ
9
D
昌
島
回
づ
α
q
ω
○
コ
鋤
コ
〉
ぼ
O
目
①
津
O
鋤
憎
ユ
①
目
雷
O
ω
℃
即
け
面
一
H
≦
Φ
噌
ぴ
q
①
「
ω
鋤
昌
鎚
〉
コ
け
向
け
同
⊆
ω
け
ピ
餌
薯
♂
卜
⇒
ω
＞
b
ρ
・
9
U
・
卿
寓
Φ
9
一
㊤
］
「
｝
ト
の
一
ト
の
P
O
O
ご
●

（
3
0
）
　
】
国
O
ω
℃
一
け
①
一
A
O
O
『
℃
．
O
h
＞
ヨ
．
＜
．
閃
Φ
α
Φ
憎
鋤
一
日
同
鋤
傷
Φ
O
O
∋
ヨ
凶
ω
ω
凶
O
P
O
Q
O
刈
閃
b
ユ
］
．
ω
Q
o
一
（
刈
叶
げ
6
群
．
一
㊤
O
o
①
）
　
⊂
⇒
蹄
Φ
良
Q
つ
け
鋤
叶
①
ω
＜
．
○
鋤
ユ
＝
○
⇒
ゴ
①
鋤
犀
ゴ

　
ω
《
ω
け
①
づ
日
ω
》
刈
O
『
「
．
ω
二
弓
℃
．
O
o
軒
ρ
蝉
h
鴨
α
薯
詳
ゴ
O
G
け
O
O
一
つ
凶
O
⇒
O
Q
㊤
ト
の
哨
』
傷
一
〇
心
N
（
幽
叶
一
ρ
O
一
同
．
一
㊤
O
Q
ゆ
）
甲
C
づ
淳
①
像
ω
け
餌
叶
Φ
ω
＜
■
カ
O
O
ズ
h
O
同
島
寓
Φ
∋
O
ユ
鋤
一
∩
O
『
℃
こ
刈
一
『

　
閃
●
Q
O
二
℃
戸
］
．
ト
の
○
○
心
（
］
∠
」
）
．
H
一
一
一
㊤
O
Q
㊤
）
”
O
o
㊤
O
Q
「
b
9
一
ト
Q
刈
○
○
（
刈
什
げ
○
マ
噸
一
㊤
㊤
O
）
　
閃
Φ
山
①
噌
随
一
↓
「
四
位
Φ
○
○
ヨ
ヨ
δ
ω
随
O
コ
＜
●
d
ゴ
凶
く
Φ
「
ω
諄
《
＝
Φ
鋤
一
目
げ
”
一
⇒
O
こ
り
ω
O
Q
閃
■
ト
の
α
一
ト
Q
O
①

　
（
＝
夢
Ω
「
．
お
⑩
H
）
る
a
2
巴
ギ
巴
①
O
O
ヨ
匿
ω
ω
δ
コ
く
・
津
Φ
①
ヨ
睾
＝
○
ω
且
邸
滑
0
㊤
「
．
窪
器
O
（
。
。
9
Ω
『
」
㊤
霧
）
い
d
ゴ
詳
Φ
伍
Q
Q
脅
¢
什
Φ
ω
＜
．
竃
Φ
「
O
《
¢
Φ
餌
＃
げ

　
ω
①
「
＜
一
〇
①
ρ
㊤
O
卜
⊃
閃
．
ω
二
℃
℃
●
㊤
Φ
O
Q
（
一
∠
」
Ψ
・
一
〇
～
＜
9
D
一
㊤
㊤
切
）
．

（
3
1
）
　
ピ
旨
貫
ω
ξ
轟
コ
0
8
一
P
　
た
だ
し
、
こ
の
リ
ン
ク
の
研
究
に
対
し
て
は
批
判
が
あ
る
。
U
轟
コ
○
＜
Φ
卸
ピ
＆
書
。
ざ
，
6
0
ヨ
℃
Φ
簿
δ
コ
讐
α
℃
誌
6
ヨ
ひ
q
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反トラスト法からみたアメリカ医療（石田）

　
9
Z
o
弓
「
o
葺
＝
o
ω
℃
諄
巴
ω
．
．
し
。
。
一
．
国
①
9
。
一
岩
国
8
二
●
。
。
刈
（
一
㊤
㊤
㊤
）
　
囚
①
色
9
曾
p
。
r
．
．
↓
ゴ
①
0
冨
⇒
ひ
q
言
ひ
q
国
頃
①
9
ω
o
h
O
o
∋
9
叶
三
8
0
コ
Z
8
－
℃
「
o
h
詳
餌
＆

　
国
。
噌
－
牢
o
h
詳
二
〇
ω
℃
諄
巴
甲
剛
。
ぎ
σ
q
¢
0
9
口
≦
o
㌦
．
し
。
。
旨
＝
①
巴
9
国
8
p
①
り
（
一
㊤
㊤
㊤
）
．

（
3
2
）
　
○
お
磐
①
ざ
。
。
二
℃
轟
き
け
Φ
卜
。
P
鋤
け
ト
。
一
N

（
3
3
）
　
一
q

（
3
4
）
　
¢
三
8
α
Q
o
8
8
ω
＜
．
じ
8
α
q
尻
一
9
。
＆
智
三
筈
ζ
①
臼
0
9
。
一
〇
9
叶
Φ
き
り
。
。
ω
閃
・
ω
＝
℃
℃
」
卜
。
一
し
＆
（
国
b
2
k
」
㊤
雪
）
●

（
3
5
）
　
一
九
九
七
年
の
ロ
ン
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
事
件
判
決
注
G
の
に
お
い
て
も
、
合
併
当
事
者
が
合
併
に
よ
り
節
約
さ
れ
た
費
用
を
消
費
者
に
還
元
し
、
貧
困

者
の
医
療
な
ど
に
用
い
る
旨
の
協
定
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
司
法
長
官
と
結
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
当
該
合
併
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
判

決
で
は
、
司
法
省
の
主
張
す
る
関
連
市
場
で
は
そ
も
そ
も
競
争
制
限
効
果
が
生
じ
な
い
と
し
て
差
止
請
求
が
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
一
α
』
什
一
仁
①
－
ρ

44　43　42　41　40　39　38　37　36
　
O
弩
①
（
一
世
紀
。
①
）
　
岡
a
嘆
巴
↓
吋
①
位
①
O
O
∋
ヨ
す
ω
δ
P
↓
冨
田
暁
8
房
○
噛
ω
鐙
8
0
①
「
け
三
〇
二
。
け
Φ
－
○
｛
－
Z
Φ
a
け
鋤
芝
ω
○
冨
＝
o
ω
℃
圃
臼
田
〇
〇
。
。
け
。
。
（
一
㊤
。
。
。
。
）
●

　
タ
ー
ワ
ー
ス

　
め
る
増
床
よ
り
も
市
場
集
中
度
を
低
く
す
る
増
床
を
優
先
さ
せ
る
な
ど
競
争
政
策
と
適
合
的
な
C
O
N
規
制
の
運
用
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
ピ
葦
貫

　
．
．
〉
茸
葺
⊆
ω
叶
〉
コ
巴
窃
『
鋤
コ
山
＝
o
ω
豆
9
一
〇
Φ
三
自
8
8
－
o
噛
乞
Φ
巴
勺
○
一
圃
。
覧
．
る
ト
。
＞
2
一
窪
⊆
ω
丹
じ
◎
⊆
一
一
’
⑦
一
（
一
Φ
。
。
刈
）
．

（
4
5
）
　
遠
藤
久
夫
「
医
療
に
お
け
る
規
制
体
系
の
再
構
築
」
『
一
九
九
九
年
版
医
療
白
書
』
（
日
本
医
療
企
画
、
一
九
九
九
年
）
一
八
頁
以
下
は
、
わ
が
国
の

医
療
シ
ス
テ
ム
に
は
公
的
医
療
保
険
制
度
と
情
報
の
非
対
称
性
が
存
在
す
る
た
め
、
病
床
規
制
の
廃
止
に
は
疑
問
が
多
い
と
す
る
。

（
4
6
）
　
中
泉
真
樹
「
医
療
機
関
の
競
争
と
規
制
一
非
営
利
企
業
に
よ
る
市
場
競
争
と
参
入
規
制
に
つ
い
て
」
医
療
と
社
会
九
巻
一
号
（
一
九
九
九
年
目
二
三

　
頁
以
下
は
、
医
療
保
険
の
存
在
に
よ
り
医
療
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い
て
み
ら
れ
る
過
剰
参
入
に
拍
車
が
か
か
る
と
し
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
と
し

　
な
が
ら
も
、
参
入
規
制
（
病
床
規
制
）
に
は
一
定
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
な
お
同
論
文
で
は
、
定
額
野
禽
を
モ
デ
ル
に
分
析
が
な
さ
れ
て
お
り
、
出
来

Z
O
叶
ρ
．
．
日
ゴ
Φ
⊂
ω
Φ
o
h
Z
8
只
o
h
謬
6
Φ
噛
9
ω
㊦
．
§
α
巽
○
り
8
鉱
8
刈
O
h
讐
Φ
Ω
鋤
旨
8
＞
9
、
♂
鵠
く
き
α
虫
，
げ
剛
詳
r
閑
Φ
＜
』
駕
（
一
㊤
Φ
㊤
）
．

鵠
。
ω
豆
叶
巴
O
o
弓
○
「
餌
江
。
コ
。
暁
〉
∋
Φ
ユ
∩
9
。
藁
8
閏
．
日
○
ω
①
一
（
一
㊤
○
。
切
）
。

一
α
・
鋤
叶
鼻
刈
Φ
1
0
◎
P

一
9
9
叶
心
O
Q
蒔

一
q
餌
叶
鼻
㊤
①
1
8

漆
博
雄
編
『
医
療
経
済
学
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
四
五
頁
。

中
泉
真
樹
・
鴇
田
忠
彦
『
ミ
ク
ロ
経
済
学
理
論
と
応
用
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
一
六
頁
。

竃
①
お
①
「
〇
三
9
＝
口
Φ
ρ
ω
看
轟
8
8
一
ρ
p
。
叶
吻
ω
．

連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
と
し
て
、
囚
噸
〉
コ
α
Φ
「
ω
○
コ
卿
U
●
囚
霧
ρ
○
①
三
｛
8
讐
①
亀
2
Φ
①
α
即
①
ひ
q
⊆
一
餌
ユ
○
コ
。
噛
国
三
蔓
凶
弾
〇
＝
o
∋
Φ
＝
Φ
巴
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
バ

　
　
　
・
ヘ
ル
ス
事
件
の
鑑
定
人
で
あ
る
リ
ン
ク
は
、
合
併
規
制
に
お
け
る
市
場
集
中
度
の
考
え
方
を
病
床
規
制
に
も
用
い
て
、
市
場
集
中
度
を
高
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説∈…ム

両八

高
払
制
と
病
床
規
制
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

（
4
7
）
　
医
療
法
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
小
島
晴
洋
「
社
会
福
祉
法
人
と
医
療
法
人
の
統
合
に
つ
い
て
一
法
人
の
『
公
益
性
』
と
『
営
利
性
』
か

　
ら
」
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
編
・
前
掲
注
ω
一
八
七
頁
以
下
、
新
田
秀
樹
『
社
会
保
障
改
革
の
視
座
』
（
信
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
七
頁
以

下
（
初
出
一
九
九
八
年
）
、
遠
藤
久
夫
「
医
療
・
福
祉
に
お
け
る
営
利
性
と
非
営
利
性
一
民
間
非
営
利
組
織
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
」
医
療
と
社
会
五
巻
　
号

　
二
九
九
五
年
）
二
七
頁
以
下
。

（
4
8
）
　
開
業
医
の
診
療
所
が
拡
大
し
た
ケ
ー
ス
の
多
い
わ
が
国
の
病
院
と
く
ら
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
民
間
の
非
営
利
病
院
は
公
共
的
な
施
設
と
し

　
て
の
性
格
が
強
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
参
照
、
広
井
良
典
『
ア
メ
リ
カ
の
医
療
政
策
と
日
本
』
（
勤
草
書
房
、
一
九
九
二
年
）
一
五
八
頁
。
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（
付
記
）
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
・
二
〇
〇
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
河
野
正
輝
先
生
の
還
暦
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
、

す
。

さ
さ
や
か
で
す
が
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま


